


都島東保育園の子供達が
制作した作品を待合室に
飾っています。
いつもかわいらしい作品を
ありがとうございます。

今回は「喘息」のお話を致しましょう。喘息とは呼吸するときに気管が狭くなり、「ぜー
ぜー」という「喘鳴（ぜんめい/ぜいめい）」がなり、息が苦しくなる病気です。
鼻炎や喘息、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーなど「アレルギー」を持つ人の割合は非常

に多くなっています。そもそもアレルギーとは何か？というと、ある特定の物（アレルゲン）
が身体に入ると身体の防御反応が異常を起こして自分を攻撃し始める現象を言います。原因は
生活習慣の変化や環境が清潔になりすぎた事（衛生仮説）など様々な説がありますがまだ分
かっていません。ただ何かの原因で身体が異常反応を起こすような体質になってしまった事を
「アレルギーがある」と呼んでいるのです。このアレルギーの反応が空気の通り道の気管に出
ると、気管が敏感になります（気道過敏性亢進）。敏感な気管は炎症を起こし、様々な炎症細
胞や化学物質を寄せ集めて放出し、むくんで痰などの分泌が高まります。気管は周りの肺の構
造で通り道の外径は決まっているので、むくみは筒の内側に向かい、気管の空気の通り道が狭
くなります。ここに分泌された痰などが更に邪魔をして空気がうまく出し入れできなくなって
息が苦しくなり、酷くなれば窒息死します。狭くなった気管を空気が通り抜ける際
に笛の原理で音が鳴り、「ぜーぜー、ぴーぴー」と音が鳴り「喘息発作」と言われ
るのです。
予防は風邪を引かない事や、アレルゲンを避けるなどが考えられますが、これら

を完全に実現し続ける事は難しいと言えます。そこで治療と予防が大切になります。

「喘息」について



むくみや炎症を抑える薬として吸入ステロイド薬、抗アレルギー薬（抗ヒスタミン薬や抗ロ
イコトリエン薬）、狭くなった気道を広げるために気管支拡張薬（β２刺激薬や抗コリン吸入
薬）やキサンチン薬（ネオフィリンなど）を使います。最近ではステロイド吸入（と長時間気
管支拡張薬の合剤）（コントローラーと呼ばれる）や抗アレルギー薬などでしっかりと発作を
抑えて、気管の敏感さを抑えること（予防）が大切とされ、発作が起こってきたら短時間型気
管支拡張薬（リリーバーと呼ばれ、サルタノールやメプチンがあります）で呼吸を楽にしつつ、
酷い時は病院に受診し原因の感染症の治療やステロイドやネオフィリンの入った点滴で発作を
抑えて行きます。
喘息の死亡は吸入ステロイドの普及でかなり減りました。しかしまだまだ毎年多くの重症喘

息患者さんが亡くなっています。いずれにしても病院で しっかり
と薬や治療法の管理が必要で、普段から適切に管理していればスポ
ーツ（多くのオリンピック選手が喘息を持ちながら活躍されていま
す）もでき健全な日常生活が送れます。風邪のあと咳が続く、なん
となく息苦しい感じがする、運動したらしんどいなどの症状があれ
ば喘息かもしれません。ぜひ一度当院呼吸器内科にご相談ください、
お待ちしております。

副院長 一丸之寿（日本内科学会専門医、日本呼吸器学会専門医）





成分（１人あたり）
エネルギー 365kcal
たんぱく質 8.8g
カリウム 587mg
食物繊維 4.6g
塩分 1.2g



■電車でお越しの方
ＪＲ・京阪・地下鉄「京橋」駅下車
徒歩約１０分

地下鉄「都島」駅下車
徒歩約１０分

■お車でお越しの方
当院正面に５台分の駐車スペースが
ございます。
満車の場合は周辺のコイン駐車場等を
ご利用下さい。

医療法人桜希会 東朋病院
〒534-0023
大阪市都島区都島南通2丁目8番9号
TEL：06-6923-6226（代）

こ

医療から介護までトータル的に地域の皆様をフォローします

病院をはじめ、介護老人保健施設、訪問介護ステーションなどと連携し、
一貫した医療・看護・介護のサービスを提供します。

🏠お一人で通院が困難な方のご自宅に医師らがお伺いします🏠

●医師・看護師による定期的（月2回程度）な訪問診療 ●定期薬の処方
●必要に応じた処置（採血・点滴等） ●夜間・休日の対応（往診・指示等）

＜アクセス＞

あなたの健康管理をサポートします

”何の症状もない…… だからこそ今、受けてみませんか？”
あなたは健康診断を受けていますか？ 健康診断は自分の健康状態を知り、深刻な病気を未然に防
ぐことができる効果的な手段です。何の症状もないから大丈夫･･･と過信していても、ほとんどの
病気は自覚症状がないままに進行します。気が
ついたときには手遅れだった･･･ということが
ないよう、定期的に健康診断を受けましょう！

月 火 水 木 金 土 日/祝

午前
9:00
～12:00

1診
呼吸器
内科

呼吸器
内科

整形
外科

整形
外科

整形
外科

休診

2診
内科 内科 内科

(予約制)

内科 内科

午後 1診
泌尿器科
13:00
～17:00

皮膚科
13:30
～16:30

午後
16:00
～20:00

2診
ｽﾎﾟｰﾂ内科
(予約制)


